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Ⅰ．はじめに
これまで、外国人留学生（以下、留学生）のメ

ンタル面を中心とした関わりには、様々なアプ

ローチがなされてきた。例えば、何らかの心理的

な悩みを持つ者に対しては個人の心理面接・心理

療法を行うアプローチ（例えば、佐々木，2017）

や、留学生が日本文化での対応力を増すための

ソーシャルスキルトレーニングを行うもの（田

中，1992）がある。また、問題の発生予防に重点

を置き、カウンセラーが積極的に面接室の外に出

て、関係部署やスタッフと連携し、ネットワーク

を構築する等コミュニティ心理学をベースにする

ものもある（井上，1997；大橋，2008；大西，

2016）。このように支援の対象は個人に焦点を当

てたものから、スタッフ・組織等の集団まで含め

たものがあり、支援の方法も心理療法から心理教

育、予防のための組織・スタッフとの連携と幅広

い。留学生にも心の健康度の高い者からそうでは

ない者がおり、また、それぞれの文化的・社会

的・経済的背景も異なるため、一つの固定した手

法や対象者を一部に限定するだけでは、留学生の

多様な現実や直面する悩み・困りごとの次元に対

応することが困難になる。このような現実的な要

請を受けて、多様なアプローチが実践・提唱され

てきたといえる。

さて、近年の我が国における留学生の動向を見

ると、日本の高等教育機関に在籍する外国人留学

生は2017年５月１日時点で267,042人となり、過
去でも高い水準になっている（独立行政法人日本

学生支援機構，2018）。これには、2008年に文部

科学省と関係省庁が少子化対策と国内のグローバ

ル人材の育成・確保を目的として策定した「留学

生30万人計画」が影響し、その骨子によると2020

年までに日本に30万人の留学生の受け入れを目指

し、目標の人数まで近づいている。計画が策定さ

れてから12年が経過し、国内の各大学も少子高齢

化の波を受け、大学経営の観点から人的・制度面

での受け入れ体制に差はあるものの、外国人留学

生を積極的に受け入れている。

これに加え、近年の日本の大学における変化と

しては、障害の概念の変化と普及がある。障害は

これまで、医学的要因に起因し、治療の対象とし

て見られ、個人に帰されることが多かったが、現

在は医学的要因と環境・社会との相互作用により

生じる相互作用モデルが法的にも社会的にも浸透

しつつある（World Health Organization, 2008）。
大学も国公立か私立かにより、障害のある学生へ

の支援に関する法的強制力に差があり、大学によ

り取り組みの度合いは異なるものの、全体的に以

前よりも障害のある学生が学生生活を送る上で、

大学スタッフ側の障害に対する理解と様々な関与

が一層求められている。このように日本の大学

は、留学生数の増加と障害を持った学生への合理

的配慮の実施という二つの新しい流れの中で、組

織を形成・構築する必要に迫られている。

筆者は臨床心理を専門とし、学生相談室にて留

学生の相談にあたることが多いが、近年、従来の

カウンセリングに加え、身体的・精神的な障害を

理由に日本の大学に合理的配慮を申請し、修学面

での支援を必要とする者が増えてきている（佐

藤・西浦，2019）。そのため、本人の障害に関連

して、関係部署や職員へのコンサルテーションを
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行うことが増えている。今後も障害のある留学生

や心理面へのケアが必要な留学生が増えた場合、

カウンセラーの立場としては、様々な事態や状況

を想定しておく必要があると考えられる。本論で

は、学生相談室のカウンセラーが、障害があり、

心理面での関わりを必要とする可能性のある留学

生の支援における留意点について論じる。

Ⅱ．留意する必要のある留学生について
筆者の経験に基づき、心理的な関わりを必要と

する可能性のある留学生を大別すると、a）身体
的な疾患・身体障害のある留学生、b）発達障害
のある留学生、c）心理面に不安を持つ留学生・
精神障害のある留学生の３群があげられる。ここ

では、まず、これらの３つのグループについてカ

ウンセラーが留意すべき点を述べる。

a）身体的な疾患・身体障害のある留学生

まず、身体的な疾患や障害がある留学生である

が、1949年に制定された身体障害者福祉法によれ

ば、身体障害には、四肢（上肢・下肢）・体幹の

肢体の不自由、感覚器官（目・耳・発声器官・咀

嚼機能）を始め、内臓器官の障害が含まれ、非常

に多岐に渡る。

留学生が留学前に自分の障害について日本側に

伝えたり、授業における配慮を申請する場合は、

障害学生支援を専門とするスタッフにつなぐこと

になる。これ以外に、来日後、授業や生活におい

て問題が出てきてから配慮が必要になる場合や、

カウンセラーとの面接の中で身体障害が明らかに

なる場合もあり、そのときは、カウンセラーが身

体機能に関する知識、理解に基づき、本人の困り

ごとや、障害に対する受け止め方を丁寧に扱いな

がら、場合によっては障害学生支援につなぐこと

が求められる。

身体障害の場合、注意が必要なのは、日本と海

外では障害支援に関する制度が異なっていたり、

人的なサポートや物的な設備面の充実に違いがあ

る点である。そのため、本人の元々の身体の状態

や障害の種類やその程度、さらに母国の大学にお

いてどのような合理的配慮を受け、日常生活でも

どのように生活をして、どのような場面で物的・

人的なサポートを受けていたのかを本人に確認し

ておく必要がある。これを受けて、日本でも同じ

ような配慮を受けられる環境にあるのか、もしく

は日本での現状を確認し、本人に届く形で十分な

合理的配慮がなされるかどうかを事前に吟味する

必要がある。もし、来日してから、本人が期待し

たような支援を日本で受けられない場合は、本人

と大学の関係者や障害学生支援のスタッフが話し

合いを持つことになるが、そのような事態に陥っ

た場合、留学生が周囲の不十分で配慮に欠けた対

応や状況に怒りを感じている可能性があり、本人

の傷ついた気持ちを聴き、関係者に伝える役割を

カウンセラーが担うことも想定される。また、日

本では、異なる習慣や価値観のある文化の中で慣

れない外国語を使って生活をすることになるた

め、障害により自分の困っていること表現し、相

手に正確に伝えたりする等の意思疎通が困難にな

ることもありうる。さらに、コミュニケーション

の仕方が日本と海外で異なることが多く、時とし

て、両者の間に入り、言葉の通訳だけではなく、

お互いの心情や文化的背景を踏まえて橋渡しを

し、折り合いを見つけられる点を探すこともカウ

ンセラーが果たしうる役割である。

四肢や肢体に障害があった場合、中には生まれ

ながらに障害を持っている者もいれば、事故に

遭ったために身体の障害を負う者もおり、障害と

いえども、その背景や捉え方は一人一人異なり、

個別面接では本人の想いをカウンセラーが丁寧に

聴く必要がある。また、障害の程度にもよるが、

小さい頃から日常生活を送る際に、頻繁に行動が

制約され、生活内で苦労をしたり、友人とあまり

遊べず、疎外感を感じていることもある。また、

障害が関係して、家族内でも親と本人の関係に影

響を及ぼしたり、親や自分に対し、複雑な想いを
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持っている場合もある。その場合、本人は、孤独

や怒り、悲しみを抱えて生きていることもあり、

カウンセラーが本人の想いを聴くことが必要にな

ることがある。これら以外にも障害の有無に関わ

らず、一般の学生と同様に自分の家族や思春期・

青年期的な悩み等、何かしら自分の心理的なこと

が関わることについて話したい、相談したいと思

うこともあり得るため、これらの留学生に対しカ

ウンセリングの門戸を開いておくことは必要と思

われる。

身体障害で内臓器官が関与する場合、心臓・腎

臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸・免疫不全ウィル

スによる免疫機能の障害・肝臓の機能障害がその

対象になる。そのため、留学中に医師の診察や定

期的な通院、継続した投薬治療等が必要になり、

日本と母国の医療者や医療機関が連携を取る必要

がある。また、カウンセラーとの面接の中で留学

生が自身の病気に関連すると疑われる身体の不調

を訴える場合があるが、もし留学生がそのことを

自分で適切に日本の医療機関に伝えることが難し

い場合は、カウンセラーが代わりに細かいニュア

ンスを含めて伝えることも時として必要になる。

また、投薬に関して言えば、例えば米国を例に取

ると、投与される薬の種類も日本と米国では異な

り、中には日本では認可・使用されていない薬も

あるため、来日の際は注意が必要となる。これら

の疾患の場合、その病気と共に生きていかなけれ

ばならず、様々な気持ちを抱えて、自分の存在意

義を問いながら生きていることが多い。その場合

もカウンセラーが障害や様々な困難を抱える本人

たちの話を聴くことが求められる。

b）発達障害のある留学生について

日常生活・環境の変化について

次に留学生の中にも、発達障害の特性のある者

がいるが、身体障害のある留学生と同じように、

留学に際して、学業に関わるもので、授業や大学

生活での支援や配慮が必要なものは障害学生支援

の担当者が主に関わることになる。しかし、その

一方で、発達障害のある学生の場合、生活や対人

関係を含めた環境全般の変化に対応するのが難し

いことも多く、カウンセラーが関与することで状

況の改善が期待できるところも多い。

例えば、発達障害の特性のある学生の場合、部

屋の掃除や片付け・洗濯・炊事等、衣食住に関す

る基本的なことに行き詰まることがある。そのた

め、本人の生活がある程度軌道に乗るまで、アド

バイスやサポートをすることが必要になる。た

だ、これが異文化や外国で生活することになる

と、より難しい局面に置かれることが多い。規則

正しい日常生活を送ることに関しては、ある程度

アドバイスできるが、普段使う日用品が、母国と

は異なる上に違う言語で商品の説明文章が書かれ

ているために、それらを買うこと自体が難しく、

実際に具体的に見せて説明をしなければ、なかな

か伝わらないことが多い。

また、体調管理やスケジュール管理が難しいた

め、生活リズムが崩れて昼夜逆転の生活になり、

日常生活や学業を送れなくなるなどの影響を及ぼ

すこともある。そのため、面接において、実際の

日々の生活の様子や、どの程度基本的な生活を営

めているのかを知ることは大事な点である。本人

の基本的な生活を管理する能力が低い場合は、学

業だけではなく留学生活全体に少なからぬ影響を

及ぼす可能性があるため、考慮する必要がある。

一見、異文化適応に難しさを抱えているように思

える事例でも、話をよく聞くと、特性が影響して

実際の生活自体があまり機能していないことがあ

り、そのあたりのことも注意する必要があろう。

対人関係における難しさについて

対人関係において想定されることを述べると、

日本では、日常的に使われる言語・文化が母国と

異なり、集団内での振舞い方やルールも異なる。

そのため、留学生は、慣れない言語で話し、集団

内での暗黙のルールに気付き、人間関係を構築し
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ていかなければならないが、相手が言っているこ

とが分からず相手と十分に意思疎通ができない

と、かなりストレスフルな状況に置かれることに

なる。異なる文化にいると、母国での対人関係以

上に柔軟に相手のやり方に合わせて、コミュニ

ケーションの仕方を学ぶなどの自我の柔軟性が求

められるが、これは、発達障害ではない一般の留

学生であっても、精神的に負荷が掛かることであ

る。発達障害のある留学生の場合は、周囲のこと

が分からない不安な状況にある程度持ちこたえた

上で、コミュニケーションを取ることが求めら

れ、不確定な意思疎通が取れない状況を一般の人

よりも強く体験し、パニック状態に陥ってしまう

可能性がある。

また、発達障害のある留学生は、母国では障害

や自分の特性に関して一定の理解のある人間や環

境の中で生活をしてきたために、来日前の時点で

はあまり対人関係の問題が前面に出ない場合があ

る。しかし、いざ来日すると、慣れない環境の中

で負担が増え、さらに周囲の人々が障害に関して

理解がない場合は、適応が困難になってしまう事

態も想定される。また、日本では欧米と比べて、

意見や感情をあまり言葉にせず、その場の空気を

読むことや、会話の自然な「流れ」を重視して、

合意形成をすることが多い。そのため、言語化や

知的かつ合理的な理解に重きを置く傾向のある発

達障害の特性のある留学生の場合は、そのような

日本の立ち振る舞いや言動を理解することが難し

かったり、孤立感を深めたり、日本の大学側の対

応に納得がいかずに混乱し、不満を抱く場合もあ

る。そのため、日本人の対人関係の営み方・価値

観や集団での合意形成について丁寧に言語的に説

明をして、本人が納得し、少しずつ日本での対人

関係の作り方を身に着けていくようカウンセラー

がサポートしていく必要がある。

日本の学生との違いとして、留学生の場合、日

本の語学コースに在籍すると、半年から一年、朝

から晩まで同じ留学生同士で過ごすことになる。

途中で別の講義に出席するといったことがなくな

り、お互いの距離が近くなり、集団内の凝集性が

非常に高まることになる。これが、良い方向に働

くとお互いの個性を認めて協力し合うなどクラス

メイトの仲が良くなるが、悪い方向に向くと、発

達障害の特性が影響して、トラブルが生じること

がある。例えば、人と話をする際、一つのことを

話し出すと、相手の話を聞かず、自分の興味のあ

ることや、自論を一方的に主張し続けたりするた

め、クラスメイトから驚かれて、疎まれ孤立して

しまうこともある。これ以外に、本人が興味を

持って話す内容が、他の学生にとっては専門的・

マニアック過ぎて会話が噛み合わない場合もあ

る。そのため、カウンセラーが時間を取って本人

の話を聴き、本人が周囲にどのように映っている

のかを説明して、クラスメイトとの付き合い方を

一緒に考えることも有効である。また、本人が自

分の興味のあることや好きな世界を自分のペース

でカウンセラーに話し、共有することで、安心感

が得られることが多い。このような安心感は、海

外留学のように様々な負荷が掛かる環境において

は特に重要であり、留学生が異文化の日本の世界

を探索する上での安全基地の役割も果たしうる。

本人の障害の理解度について

留学生にも様々な国からの出身者がいるが、こ

のことにも留意する必要がある。例えば、あまり

発達障害の概念が社会に普及していない国から来

ている場合は、本人の障害に関する理解があまり

ないため、概念自体を説明することには慎重にな

る必要がある。

また、米国等、障害者のための法律面の整備を

行い、合理的配慮を長年行ってきた歴史のあるい

わゆる障害に関する「先進国」から来た留学生の

場合、周囲は、本人が自分の障害に対する理解が

深く、困難な状況に陥ったときは、本人なりに

コーピング・対処する術を体得していると思って

いることがある。しかし、母国において自分の障
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害や特性の理解につながるような丁寧な説明を受

けていない場合や、実際の対人関係場面や集団内

での振る舞い方や、コミュニケーションの仕方の

訓練を受けていない場合は、注意が必要である。

そのような留学生が来日すると、集団の中や対人

関係でどのように対応したらよいか分からずにパ

ニックになりかけたり、誰かと議論をした際に、

相手がどのように感じるかに意識が行かないまま

ヒートアップし、周囲に恐怖心を抱かせてしまう

こともある。この場合、一つ一つの場面に対し

て、周囲の信頼できる大人に助けを求めたり、

クールダウンの時間や場所を確保する等の具体的

な対策を伝える必要がある。また、本人の気持ち

や障害に対する捉え方や想いを大事にしながら、

自分の特性や自己理解が深まる心理教育的なアプ

ローチを日本のカウンセラーが行う必要がある。

留学生の出身国の障害に関する制度を知ることは

重要であるのは間違いないが、本人と会うときに

知識やイメージが先行すると失敗するため、まず

は目の前の留学生と話をする中で見立てていく必

要がある。

c）心理面に不安を持つ留学生・精神障害のある

留学生

最後に、心理面に不安を持ち、精神障害のある

留学生についてであるが、これらの留学生は、学

生相談室でのカウンセリングが適応となる場合が

ある。留学生は、事前に自身の精神障害や心理的

な心配事について日本の大学に伝えておらず、来

日後、身体症状や不眠、食欲不振、気分的な落ち

込み、日本文化への不適応、孤独など様々なこと

を訴えてカウンセリングを求めることがある。本

人が自分の悩みや苦しみを心理的なものとして体

験し、言葉にできる場合もあれば、なかなか言葉

にならず身体症状として表現している場合もあ

る。言葉にできる場合は、カウンセリングになる

可能性があるが、それが難しい場合は、全体の状

況を見る中で解決すべき問題が何か、いかなる支

援が必要かを見立てていくことになる。

筆者が留学生と会う際は、日本人学生同様、困

り傷つき、様々なことに疲れて生きている本人の

話や想いを一つ一つ丁寧に聴くことを基本として

いる。それと同時に、個人の要因よりも環境要因

が大きく作用して本人が不調に陥っている場合

は、本人の了解や意向を尊重した上で、留学生を

とりまく組織・人間関係・文化等のシステムを視

野に入れて関わることも大切にしている。学生個

人とのラポール形成を重視した上で、組織集団や

環境に働きかける重要性は、これまでも指摘され

てきている（井上，1997）。もし、日本の文化と

留学生の文化の差が影響して問題が生じている場

合は、カウンセラーが両方の文化を通訳する役割

を担って、両者のコミュニケーションが円滑にい

くようにサポートし、留学生の負担を軽減するこ

とは有効であろう。

筆者が留学生との個人面接において感じる独特

の難しさについて言えば、留学生の場合は、環境

要因が本人に及ぼす影響を日本人学生と会うとき

以上に神経を使って注意深く聴かなければならな

いことが多い点である。例えば、留学生と会う場

合、留学生は日本という異文化の中で外国語で生

活をしなければならないが、それに加えて、留学

生の出身国の複雑な政治情勢、本人や家族が日本

や母国で置かれている経済的な状況、母文化と日

本文化との相性の問題も日常的に関係する。その

ため、留学生は、日本の学生よりも重圧が多く、

簡単に弱い立場に追い込まれ、精神的に苦しい状

況に陥りやすい。このことから、留学生との面談

において、留学生個人の内面的なことを受け止め

るのはもちろんのことであるが、カウンセラーが

留学生の生活や母国での家族に影響を与えうる世

界の政治・経済情勢等の外的な要因について把握

し、本人にそれらがどのよう圧し掛かっているの

かを見立てる必要がある。

留学は母国とは異なる価値観を有する文化の中

で長期に渡り生活をし、現地の環境に適応し、場
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合によっては学業で一定の結果を出すことが求め

られる。そのような中で、日本語があまり堪能で

ない場合は、生活に支障が出て、それらがストレ

スとなる状況は容易に想像される。しかし、その

一方で、現地の言葉ができなくても意に介さず、

ストレスをあまり感じず生活をする者もいる。逆

に英語が話せ、日本語に堪能であっても、日本独

特の対人関係の持ち方になじめずに孤立や疎外感

を感じていたり、外国語で生活を送ること自体に

ストレスを感じているにも関わらず、日本語が上

手いという理由だけで、適応上の困難は少ないと

周囲から見られてしまう場合もある。そのため、

一概に日本語の上手い、下手を持って、留学生の

ストレスが多いとも、少ないとも言うことができ

ず、言葉一つをとってみても何が本人のストレス

の源になっているかを見極めることが難しい。

また、留学においては、どの程度周囲からのサ

ポートがあり仲間がいるかが適応する上で大きな

要因になる。確かに、留学生が自分の母語で、同

じような文化的な背景を有する者と話せること

は、本人の海外でのストレスを幾分か軽減する面

がある。もし、留学の辛さや、文化差を分かち合

える留学仲間がいない場合、精神的にも社会的に

も孤立した状況に陥ることが想定される。しか

し、逆に同じ出身国の者が近くにいるからといっ

て、必ずしも仲が良いとは限らず、同じ国の出身

者であっても研究上のライバル関係にあったり、

距離が近いがゆえにトラブルが起き、同じ国の人

同士の関係が強いストレスになっていることもあ

る。そのため、カウンセラーは、留学生という個

人を取り巻く環境を見たときに、一つ一つの環境

要因を吟味し、本人と環境がどのような関係にあ

るかを何度も吟味・検討し、見立てていく必要が

ある。

このように検討しなければならない外的要因が

多い中で、留学生の個人的な悩みごとや本人の性

格を育んだ家族関係も重要になる。海外という自

分の家族や友人から遠く離れた異国の地で生活を

し、心理的に楽ではない状況の中で一人でいる時

間が増えると、自分自身の性格や、過去と直面せ

ざるを得ない状況になることが多い。そのため、

母国ではなく海外で、自分の生育歴や家族関係や

母子関係などの、過去から先送りにしてきた心理

的なテーマが現れる者もいる（佐々木，2017）。

また、日本でひきこもりがちな留学生の中には、

過去の家庭や原家族の影響から、母国で既に対人

関係を営むことが苦手だった者もおり、留学生活

でストレスの掛かる環境で生活をし、そこでの対

人関係がうまくいかなくなると、自分が母国で理

想とした日本とは違うことに幻滅し、落胆し、抑

うつ状態になる場合もある。このように留学生の

中には、専門性に基づいた一対一の関係性を重視

した息の長いカウンセリングを必要とする者も少

なからずいる。このため、外的要因に加えて、留

学生の母国における小さい頃からの母子関係や家

族関係、生育歴を含めたパーソナリティの見立て

も重要になる。カウンセラーがあまりに外的要因

や環境への働きかけに重点を置き過ぎると、本人

の主訴や訴えの根底にある生育歴や家族関係を見

抜けず、留学生個人のカウンセリングのニーズが

見落とされてしまう危険性がある。そうなると、

本人が過去と向き合い、成長するきっかけや手が

かりを逃してしまうこともありうる。ただ、実際

の面接の実感からすれば、留学生は、日本での生

活でストレスが多く、現実や環境が本人に与える

慢性的な負荷
4 4 4 4 4 4

が大きく、そこにさらに本人の生育

歴等の個人的な要因が含まれたり、過去の生育歴

の中の様々な未消化な想いや感情も入ってくる場

合がある。そのため、環境要因と個人要因が複雑

に入り交じり、ある種、不可分な状態になるが、

そのような状況だからこそ、留学生と関わる際、

留学生と関係を築きつつ、留学生を取り巻く環境

要因と本人のパーソナリティを含め色々な可能性

を念頭に慎重かつ多面的に見立てることが重要に

なる。さもなければ、本人が本当に困っているこ

とに近づいたり、必要とする支援を提供すること
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を阻んでしまう可能性がある。

Ⅳ．終わりに
本論では、心理的な関わりが必要になる身体障

害・身体疾患、発達障害、心理面に不安のある留

学生、精神障害のある留学生の支援に関する留意

点について主にカウンセラーの立場から述べてき

た。実際の相談では、留学生が留学前に自分の意

思で障害を開示して日本の大学に支援を求めるこ

ともあるが、留学し、日本での生活を送る中で

様々な困難に直面し、ストレスやプレッシャーが

掛かる中で心理的な問題が生じてから、周囲のス

タッフに助けを求めるケースの方が多い。その場

合、カウンセラーがその都度、学生の困りごとや

状況を聴き、本人と必要な支援を検討・協議し、

提供することになる。留学生は大学生活や人生の

様々なタイミングで、心理的・社会的、経済的な

困難に直面する可能性があり、それらの課題に対

して支援を必要とするため、カウンセラーが、常

に適切な支援や関わりを提供できることは重要で

ある。

しかし、様々な問題が起きてから、カウンセ

ラーやスタッフがその都度、事後的に対応するだ

けでは、留学生が抱えている問題が大きく複雑な

場合、適切な対応をすることが困難である。ま

た、制度面が未整備である場合、そのことが障害

のある留学生にも悪影響を及ぼし、被害が拡大し

かねない。そのため、留学生を受け入れるにあた

り、大学の受け入れ体制や制度そのものを整え、

留学生と関係する部署同士の連携を強化し、受け

入れる基盤を作ることは今後、極めて重要な課題

であるといえる。

今後の留学生の支援において、これまで実践さ

れてきた留学生の心理面のサポートに加え、近

年、社会に普及しつつある新たな障害の概念がよ

り重要な比重を占めてくるであろう。

理由の一つは、留学生数の増加にともなう障害

学生の増加が予想されるためである。我が国の国

公立大学・私立大学の留学生の受け入れ数は、過

去に例を見ないほど増えているが、留学生の総

数・母数が増える分だけ、様々な背景を持った留

学生が日本に滞在・在学し、障害のある留学生が

増える可能性がある。留学生は自らの意志で留学

しているが、日本も国策として留学生の受け入れ

をしているのであり、障害により留学中に問題が

起きた場合、その解決を全て留学生側に委ねるの

は適切でない。留学生を受け入れる日本側もま

た、障害のある留学生も含めた、多様な背景のあ

る留学生を受け入れる制度を整える責任を負って

いる。

また、近年の障害の概念が、社会的な要因を重

視する統合モデルを採用していることも重要であ

る。これまで、留学生が抱えている心理的な問題

は、どちらかというと外国人という一部の少数の

グループの問題として扱われ、日本の組織側の対

応や責任体制が問われる事態は少なかった。しか

し、留学生は、語学が日本人ほどできず、日本社

会のルールにも精通していないことが多いため、

受け入れ側である日本の異文化に対する理解や留

学生への対応、そして制度面の充実度が留学生の

心身や生活に与える影響はかなり大きい。言い換

えると、留学生は日本においては自分の独立性を

保つのは難しい面があり、日本側に依存せざるを

得ない局面が多い。もし、日本語があまりできな

い留学生のことを考慮しない組織体制のまま留学

生を受け入れたとなると、組織の在り方が留学生

を心理的に追い込み、留学生が抑うつ状態や適応

障害になる一因にもなりうる。このため、組織の

受け入れ体制が問われることになるが、日本の大

学組織も、自分たちが障害の社会的要因を生み出

さないように、様々な状況を想定して留学生にも

対応できる組織のあり方や制度を整えることが重

要になってくる。このように障害の概念は、障害

のある留学生がその対象に含まれるのはもちろん

であるが、障害はなくとも将来的に社会的要因が

関与し、精神障害になる可能性のある留学生も含
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まれるため、全ての留学生が対象となり、対象者

の範囲が広がることになる。

最後に、たとえ、留学生のための制度を設け、

人的資源を整えたとしても、そのシステムに障害

のある留学生を最初から全て当てはめてしまう

と、本人の意思や想い、気持ちが見えなくなり、

本人を飛び越した所で支援や理解が勝手に動き出

してしまう危険性がある。そのため、制度的な面

は整えつつも、実際にカウンセラーが留学生と会

うときは、一旦、制度的なことを横に置き、一人

ひとりの留学生の話や想いを聴き、共に考えるこ

とが活動の中心になるべきであろう。これこそ

が、学生相談カウンセラーの重要な役割であると

思われる。

Ⅴ．今後に向けて
今回は紙面の都合上触れることができなかった

が、留学生と関係する外部の組織や、大学内部の

組織との連携について、さらに障害のある留学生

に関しては、国際的な比較・検討も含めて合理的

配慮について考察する必要があり、これらについ

てはまた稿を改めて論じたい。
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ABSTRACT

A Study on Accepting International Students with Disabilities : Some Cases Where Psychologi-
cal Care is Needed

NISHIURA, Taro
Konan University

The number of international students in Japan has increased drastically since the “300,000 
international student plan (Ryuugakusei 30 mannnin keikaku)” which is let by several 
Japanese ministries. As for the Japanese national and private universities, accepting 
international students has become an important mission to survive a society with declining 
birth rate. However, Japan does not have a long history of accepting many international 
students with diasbilities. Therefore, a system that provides various care for those students 
should be built up rapidly. The counselors of student counseling room can contribute to provide 
mental care for international students with disabilities and these were discussed.

Key Words :  international students in Japan, mental health, disabilities


